
火山爆愛に及ぼす気墜愛化の影響
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前置き

火山爆登と朱塵賓化の関係如何は極めて早くから着目注意せられてゐる問題である。震

災議防調査舎報告には多数の調査資料句集めてある事は周知の通りである。火山爆護の報

告には祭mと句関係に就て若干の説明のしてないものは殆んど無いと云ってよい位であ
る。吾人今再び此問題をとりあけた所以のものは朱墨饗化による打診に依って火山爆畿の

機構を推察せんとする意固に出たものである。

E、ふに策墜に逆って大地から噴出する温泉現象にありても気盤痩化の影響を受ける事は

営然で，その結果は多数の温泉研究者に依りて報告されてゐる事既知め通りである。しか

るに温泉作用の一種である間敏温泉現象に就てはその週期的l質騰に興味の集中されてゐる

かの感がある。筆者は更に一歩進めて間歌的爆護をくわ返す火山作用に謝しでも祭塵費化

による打診を施し火山爆護機構の解析にまで入わ度い希望をもつものである。間歌泉作用

は間歓泉管o某所に於て菩積された蒸策鹿が上部の水盤と気mの組和に打勝って憤騰する
現象である事は既に知られてゐる所である。火山爆裂作用は所調火山五斯の塵力が上部火

口管栓座と策塵の綿和に打勝った時噴火現象として護現すると云ふ事も承認されてゐる所

でるる。従って策歴費化の影響はその主なる役割をなす所の火口管栓盤叉は間歌泉管の水

歴とに比べ、ては極めて徴'"j，こる存在であるとしても，長期に亙る多数例に就でまとめると

，集盤費化の影響を捕り出す事は可能でるわ，従って此影響を遁首に諌むことに依って間駄

温泉の機構叉は火山爆瑳の機構を推察する事が可能である筈である。

1.間歓温泉と策医襲化

阿蘇湯の谷にある間歌温泉の噴騰約60回に就て噴騰回数の日費化ぞ調和分析にかけてみ、

ると

0.21 cos (tー 19，3')十0.23cos (2/-98
0

)+0.27 c08(3/-270
0

)・…

， (182) 



火山:爆後に及ぼす集摩書聖化の影響

となり火山研究所に於ける策塵費化は

0'.16 cos (/-69')+0.39 cos (2/-285・)+・・

となってゐる。調査期聞が短かいため 8時間週期の項がかなり木であるが，観測回数の櫓

加に依って此項を小さくする事は可能と思はれる。従って最後には今日饗化が主なる項と

なって残るであらう事は推察される。故に牛日項を主眼として性質を讃めばよい筈ではあ

る。t.:o、る時は噴騰回数は気塵増大に伴って逆に減少すると云ふ結果になる。此め結果は

吾人が直接iこ営問歌泉句調査にあたって得ナこ結果と一致す2。即ち“泉管口じ底力引日へ
ると休止時聞が延長する"のを知った。調和分析結果も之を示してゐるらしいρ しかし一

日費化も牛日饗化と比べてかなわ大きし、から，其の雨者を組合して比較してみても，朱!霊境

化増大に伴うて噴出回数減少となる。
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の中から1923年9月25日から11月4日

まで71日聞の結果を整理して毎時間l質

騰回数蜜化を出じ7こら

0.69 cos(t-237') +0.40 cos (2t-

259')キO.カcos(3t-349')+…い

となり，更に東京での完走摩毎時聞の襲 。

イヒを出したら

0.47 cos (t-65')十0.53cos ('2tー
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第 1 岡

阿蘇湯の谷間~泉噴騰国政書聖イh と気盤要望化
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第 2 岡

熱海大湯間島k泉噴騰回数獲イじと気歴書量化

が，之も回数増加に依って減少する事可能と思はれる。牛日項を主眼として吟味すると湯

@谷の場合と逆である。熱海間歓泉の代表的研究7こる本多氏ふ報告によると，低条塵の

場合には間歌泉の噴騰週期が延長すると云ふ。批結果と照し合せて今の場合を考ふる時，

(183 ) 



火山爆E互に及ぼす気鹿iJ量化の影響

大湯間駄泉は策医増大に伴うて噴騰回敢増大となり朱堅鑓化減少に伴うて回数減少とな

る。第2悶は大湯間国大泉のI安騰回数と気監饗化の模様を示した。

気墜費化の影響を打診材料として間歌泉噴騰には二種の機構のあるべき事を知る事が出

来7こ。

筆者の調査に依る立湯の谷間歓泉に於ては地表面下.30米附近に容量約1000及び500O立

の大小二ケの Chamber連絡あちて，地下水温度 103'Cのものが入室し，之に約 150'Cの

温度ある過熱蒸気が注入して Chamber内の地下水温度を上昇せしめる。そして 112'C 

となると間歌泉管の水を噴騰せしめるやうである。而して気座獲化の影響はこの蒸気の

Chamber 内への注入の度の費化を来すゃう結果するらしい事も判明して来fこ。之に反し

本多氏等の研究によると，熱海大湯の場合に於ては相首深所にある高熱岩磐が主?こる熱源

となわ，その岩磐内に Chamberがるって之に注入する地下水を加熱し遂に噴騰せられる

ものである由である。即ち湯の谷の場合に於ては過熱蒸気の注入による加熱であるに封し，

熱海の場合に於ては岩磐の高熱を以て停導によわ加熱すると云ふ事になる。

2.火山爆殺と策医饗化

火山爆穫は火山瓦斯と稽せらるる水蒸気を主成分とする瓦斯植の座力放出に起因する現

象である事は既に承認されてゐる所である。従って朱塵痩化の影響を受ける可能性は充分

存在する筈である。全園火山爆護回数の年費化を記録から求め，更に策座費化と比較ずる

と弐表句通りである。第3園は之を園示したものである。

月 E E 皿 V VI 四 vnr E X 宜 E 

爆褒回数型車化 8.6 12.3 12.5 9.5 4.0 -2.7 -8.6 -12.3 -12.5 -9.5 -4.0 

気歴書聖イb 1.3 -0.7 -2.1 -3.6 -3.7 -2.8 -1.3 0.7 2.5 3.6 

浅間火山の新噴火に就て年費化を調査し策塵饗化と比較すると

月 E E 皿 V 日 四 vnr" E 玄 E E 

6.5 6.6 4.8 1.8 -1.7 -4.7 -6.5 -6.6 -4.8 -1.8 -1.7 

雲間後イ七 I4.O 4.0 2.8 0.9 -1.2 -3.0 ~4.0 -4.0ー2.8-0.9 1.2 3.0 

(184 ) 



火rlr爆音量に及ぼす気摩努化の影響

阿蘇火山に関しては

月 n; E 皿 V 百 VlI 国 lX X E E 

1.4 1.8 1.7 1.2 0.5 -0.6 -1.4 -1.8 -1.7ー1.2-0.4 

票集座獲化 1・2 3.9 2.4 0.4 -1.8 -3.5 -4.2 -3.9 -2.4 -0.4 1.8 3.5 、

となってゐる，之は第4聞に園示して

置いた。之等は通費すると何れの場合

も策歴費化最高を過ぎた所に1噴火の最

多頻度があらはれ，集塵捷化最低のあ

とに噴火最少頻度がある。I3Pち古来記

録に建る程度の噴火は策堅饗化に依っ

て多少とも影響されるものである事が

知られ，旦っその回数費化は熱海間歓

泉の場合と同様の傾向をもつもののや

うである。

次に火山噴火の日質化の模様を調査

しゃう。明治42年12月から44年4月に

至る浅間火山噴火表から毎時間の噴火

回数費化を出し，長野市に於Uる気堅

費化を出して比較してみると浅間火山

0.36 cos (/-214')+0.59 cos (2t-212.8') 

十0.214cos (3/-327')十…一

長野朱墨費化0.54COS (/-45，)十0.49

COS (2/-213.3')+….. 

・前に述べ7こ理由で今日項に主眼を置

いて諌めばよい筈であるが，集塵費化

最高後に噴火頻度最多が位してゐる。

震災強防調査舎報告第73蹴にも大合い
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第 3 圏
全図火山爆裂回数獲化(年獲イヒ)と気歴書霊化
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火山:爆後に及ぼす銀座型車化の影響
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第 5 阻 量司E章4ヒ

浅間火山爆愛国殺事豊化と書王座獲化(日，宇日)

浅間l噴火は策磨最高に伴って起る場合が多
同iIi嘩吉田教

(1伺E品'lS-tャ劫

いと云うであるが，今の場合も之と一致し
第二IロtJ，膏

7こ結果を示してゐる。 事-'1:ロ.. 

阿蘇火山の場合に於いては，活動が極め

て静かで一時間別に記録する事が特別の努力 時講師し↓ヰ
を要するために資料が殆ど存在しないため 一↓ベ=-ど:国
に今の場合には不便であるが，昭和8年 2

月φ第一及び第三火pの爆護に際して火口 草ニ士ロ

• 
を距Tこる西方7粁の火山研究所に設置され

であるヴイ戸へJレト地震計に記録された室、 串

数(9)と 皐戸舎喜十
振の回 ，火口から約 1粁西にある熊本

測候所支所で爆音を聞いて記錯したものが 空4晶 トー斗- I I -4:1: 
ある。短時間のものであるから完全とは云

ひ得ないが，調和分析にかけてみると二月
守権7除ィ"基'1 l←ー"'---1 、，[_...--.，...j L20国， 

二十五日から三月三日までの空振饗化は

(第一二火口混合)
車I'l いrt~/i.~ 00 

1.11 cos (t-252')十1.6cos (2/-8.6') + '01-

、、 0的 cos(3/-96')十…，. ~ 6 困

第一火口爆音回数費化(2月25日から 3月6
(1) 昭和8年阿蘇の際の空銀及び主主歴重量化

(火山研究所)
日まで〉 (2) lKmの距離で聞いた爆普回数と然感

6.8 cos (tー118.4)十2.69cos卯一199') 費量化

十3.0cos(3/ー125.6')十…

(196 ) 



火山;爆後に及ほ‘す気歴書量化の影響

第二火口爆音回数嬰化(同前の期間〉

1.90 cos (t-267
0

)十3.35cts(2t-2481十6.6cos (31ー351")+…・・

火山研究所に於ける集座襲化は

0.36 cos (t_8
0

)十0.45cos (2t-298')+・・

と出?こ。
， 

第一，二火口各爆音回敢に於て 8時間週期の項がかなり大きいが，長期間の観測に依って

減少せしる事可能である。か h る見地から牛日項を重要視するのでるるが，今集座饗化及、
び空振回数費化に於て今日項のみを主目標に置いてみると，夜間火山キ日密化と同様に気

盤上昇に伴って噴火回数増大と云ふ結果になる。然るに近距離で観測した爆音回数に就て

同じ期間中のものを整理してみる聞も第一火口第二火口の爆音回数費化を相合したもぬと

策盤費イヒと在比較してみると空振の場合とは逆になってゐる。更に第一第二火口爆音回数

の和から空振の数~差ヲ lいたものに就て調査しても同様でるる(第 6 園)。更に記すとL 極

めて近距離にしか達し得ない程度の爆音~出す所謂小活動は費支盤上昇に伴って回数が減少

すると去ふ事が知れる。

依って更に小さい活動である噴煙

現象に就て観測した結果はさたの通り

である。昭和17年7月16日から17日

にかけ第一火口の橡に於て終夜観測

をしすこ。この噴煙は梅雨のあとの小

活動で， 7月9日から噴石を(.];、し暴

け16日には極めて徴細な活動となわ

火口の附近に来て漸く認められる程

度の小活動となった。詳細は資料欄

にあるが調和分析結果の費化項は

3.94 cos (/-292.5.)+2.16 cos 

(2/-246.10) 十2.03cos (31ー.

193.8)+・.....

同期間中の内牧観測所での集盤鐙化

F可蘇葬一大口i
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第 7岡 阿蘇第一火口噴焼宇日郷化主無歴宇日程量化
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火山爆霊をに及ぼす気I.!I!重量化の影響

は

0.52 cos (1-2.3')十0.40cos (2t-303.7')十…・・
‘ 

である。唯一日聞の dataで不完全ではるるが，衆車E増大に伴って回数減少すると云ふ結

果は前の場合と同様である(第 7圃〉。

以上から結果を要約すると大きい操護は朱盤上昇すると誘護され事<，小さい規模の爆

護は策底上昇に依って却って抑座される性質があると云ふ事が出来るやうである。

3.結び
'/  

、
噴騰機構の判明/しち間歌泉の噴騰回数費化に及燥す祭塵費化の影響の吟味は火山爆護の

機構の研究に集塵費化を打診材料として利用出来る事を暗示するもののゃうである。阿蘇

火山は例年梅雨期になると噴煙衰へ，梅雨期あけになって夏の日が照わつける頃になると

活動を開始し，砂礁を飛ばし夜ともなれば火口内は火光をみとめ鳴動も相官大きくなる。.

昭和17年では7月9日から活動を開始してかなり友砂を降らした。かミる降雨の影響がも

し気塵増大と同様の数果なめと認むる事が可能であわとするならば，上記の場合と金〈合

致した結果を示した事になる。

然し吾人は今の結静から爆護機構考究に入る前に，更に詳細なる調査の遂行を経て前述

二型式の賓在を確認したいのである。稿を終るにあたり，昭和8年句爆獲にあたわ蓮日経

夜観測を施行された熊本観測候所員の勢を多とするのである。、第一火口噴煙調査は江藤敏

治，森昭三雨君の不眠の賜物であった。記して謝意を表する弐第である。
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